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国
民
年
金

国
民
年
金

　
付
加
年
金
を

　
付
加
年
金
を

　
　
ご
存
じ
で
す
か

　
　
ご
存
じ
で
す
か

　

毎
月
の
定
額
保
険
料
に
４００
円
の

付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付

す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

付
加
年
金
の
受
給
額
は
「
２００
円

×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
」
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
１０

年
間
（
１２０
か
月
）
付
加
保
険
料
を

納
付
す
る
と
、
２００
円
×
１２０
か
月
＝

２
万
４
千
円
（
年
額
）
が
上
乗
せ

さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
・
納
付
猶
予
・
学

生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方
や

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
付
加
年
金
を
申
し
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
は
、
申
し
込
み
を

し
た
月
か
ら
納
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
早

め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

i
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
４
４
）

第
３６
回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
に

賛
同
す
る
団
体
を
募
集

　

市
で
は
、
男
女
が
共
に
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し

て
、
毎
年
、
市
民
実
行
委
員
の
企

画
・
運
営
に
よ
り
「
こ
が
ね
い
パ

レ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
渡
辺
由
美
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ

ン
）
を
講
師
に
迎
え
、「
Ｉ
（
愛
）

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
自

分
も
相
手
も
尊
重
す
る
伝
え
方

〜
」
を
テ
ー
マ
に
１１
月
２７
日
に
開

催
し
ま
す
。

　

市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動

内
容
を
記
載
し
た
資
料
を
、
会
場

に
て
参
加
者
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

m
１０
月
２０
日
ま
で
に
、
電
話
で
企

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
５
３
）
へ

福
祉
福
祉
ののひろ

ば
ひ
ろ
ば

令
和
５
年
度

高
齢
者
い
こ
い
の
部
屋
の

高
齢
者
い
こ
い
の
部
屋
の

定
期
使
用
申
請
の
受
け
付
け

定
期
使
用
申
請
の
受
け
付
け

t
老
人
ク
ラ
ブ
、
介
護
予
防
事
業

と
し
て
市
お
よ
び
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
る
団

体
、
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方

の
サ
ー
ク
ル
■
対
象
施
設
婦
人
会

館
、
上
之
原
会
館
、
前
原
町
西
之

台
会
館
、
桜
町
上
水
会
館
■
申
込

書
配
布
場
所
等
介
護
福
祉
課
、
各

対
象
施
設
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
m

１１
月
１５
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
介
護
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住

所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階

☎
０４２

−
３８７

−

９
８
４
３
）
へ

高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動

の
協
定
を
結
ん
で
い
た
だ

く
事
業
者
等
を
募
集

　

民
間
事
業
者
等
が
日
常
生
活
の

中
で
、
高
齢
者
に
異
変
を
感
じ
た

際
に
、
市
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
等
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
民
間
事
業
者
等
６６

社
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
が
、
見

守
り
の
強
化
に
取
り
組
む
た
め
、

新
た
な
事
業
者
等
を
募
集
し
ま

す
。

m
１１
月
３０
日
ま
で
に
、
電
話
で
介

護
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
３
）
へ

認
知
症
本
人
と
家
族
の
一
体

的
支
援
事
業

　

認
知
症
と
共
に
生
き
る
人
と
そ

の
家
族
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

d
１０
月
１８
日
（
火
）
午
後
２
時
～

３
時
３０
分
b
前
原
町
西
之
台
会
館

u
音
楽
鑑
賞
と
家
族
同
士
の
交
流

会
t
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
s

１０
組（
申
込
順
。１
組
２
人
ま
で
）

m
１０
月
１４
日
ま
で
に
、
電
話
で
介

護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
学

び
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
生
か
せ
る
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
講
座
で
す
。

d
１０
月
２０
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

４
時
k
商
工
会
館
k
小
金
井
み
な

み
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

ほ
か
t
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の

方
s
５０
人（
申
込
順
）
e
受
講
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

登
録
可
m
１０
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
商
工
会
（
☎
０４２

−

３８１

−

８
７
６

５
）
へ

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
み
ん
な

で
認
知
症
介
護
の
座
談
会

d
１０
月
〜
１２
月
の
第
３
木
曜
日
午

前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
b
公
民

館
貫
井
北
分
館
t
介
護
中
の
方
、

介
護
経
験
の
あ
る
方
s
各
日
８
人

（
申
込
順
）
m
開
催
日
前
日
ま
で

に
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
公

民
館
貫
井
北
分
館
窓
口
（
☎
０４２

−

３８５

−

３
４
０
１
ak0

2
0
4
1
5
@

b
z0
4
.p
lala.o

r.jp

）
へ

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

（
１０
月
〜
１２
月
）

d
毎
月
第
１
月
曜
日
午
前
１０
時
〜

正
午
b
公
民
館

貫
井
北
分
館
u

お
し
ゃ
べ
り
、

情
報
交
換
な
ど

m
当
日
直
接
会

場
へ
i
公
民
館

貫
井
北
分
館
（
☎
０４２

−

３８５

−

３
４

０
１
）

障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

d
１１
月
５
日
〜
１２
月
１７
日
の
毎
週

土
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
（
全
６

回
。
１２
月
３
日
を
除
く
）
b
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
u
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
t
市
内
在
住
の
身
体
障

が
い
の
あ
る
方
s
６
人
（
多
数
抽

選
。
初
め
て
の
方
優
先
）
m
１０
月

１５
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
７

時
（
土
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
に
、直
接
、

障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
（
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
☎
０４２

−

３８１

−

８
８
１
１
）
へ

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら
り

主
催
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

場
面
緘か

ん
　も
く黙
っ
て
な
に
？

−

子
ど

も
の
場
面
緘
黙
と
そ
の
対
応

d
１１
月
１４
日
（
月
）
午
前
１０
時
～

正
午
k
高
木

潤
野
さ
ん

（
長
野
大
学

教
授
）
t
市

内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
s
８０
人
程
度
（
申

込
順
）
m
１０
月
１２
日
～
２５
日
に
、

申
込
フ
ォ
ー
ム
（h

ttp
s://fo

r

m
s.g
le/M

k8
6
c6
B
jsE
7
Z
xV

2
G
7

）
で
i
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
４
２
２

−
６０

−
１
５
５
０
）

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
」
利
用
者
募
集

　

令
和
５
年
度
の
各
事
業
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
１１
月
１
日
（
火
）
〜

３０
日
（
水
）
e
利
用
申
請
に
あ
た

っ
て
は
、
事
前
に
相
談
が
必
要
で

す
。
１０
月
中
を
め
ど
に
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
※
す
で
に
相
談
を
さ
れ
て
い
る

方
お
よ
び
現
在
同
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
い
る
方
は
相
談
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
m
直
接
、
同
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
４
２
２

−

６０

−

１
５
５

０
）
へ

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
事
業

知
的
障
害
者
（
児
）
移
動
支

援
従
業
者
養
成
研
修

d
１１
月
３
日
（
祝
）、５
日
（
土
）、

６
日（
日
）い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
b
障
害
者
地
域
自
立
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
s
２０
人
（
申
込

順
）
m
１０
月
１
日
〜
２０
日
に
、
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s://m

a
rim
o
ka
i.jp
/

facility/ko
gan
ei

）
で
i
障
害

者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
☎

０４２

−

３８１

−

８
８
１
１
）

障
が
い
者
虐
待
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
障
が
い
者
虐
待

の
相
談
・
通
報
等
の
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
人

に
は
、
市
区
町
村
へ
通
報
の
義
務

が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
対
応
や
支

援
は
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
障
が
い

者
だ
け
で
な
く
、
虐
待
し
て
い
る

側
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
虐
待
の
防
止
と
早
期

発
見
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

▽
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

・
虐
待
相
談
の
専
用
対
応
（
☎
０４２

−

３８１

−

７
４
９
７
f
０４２

−

６３３

−

０

０
８
０
＝
２４
時
間
対
応
）

▽
自
立
生
活
支
援
課
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
１
f
０４２

−

３８４

−

２
５
２

４
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
）
※
重
複
し
て
い
る
時
間
帯

は
、
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん

避
難
行
動

要
支
援
者
支
援
事
業

【
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
】

　

市
で
は
、
災
害
時
等
に
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
家
族

等
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
等
を
「
避

難
行
動
要
支
援
者
」
と
し
て
、
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

同
名
簿
は
、
災
害
に
備
え
た
地

域
の
協
力
体
制
づ
く
り
に
必
要
な

情
報
と
し
て
、
市
の
関
係
部
署
、

消
防
署
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

等
関
係
機
関
と
共
有
し
て
い
ま

す
。

■
名
簿
登
録
対
象
者
市
内
在
住
で

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
等
を
除

く
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
７５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
お
よ
び
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
方
等
で
、
民
生
委
員

・
児
童
委
員
が
行
う
高
齢
者
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て

い
る
方
▽
要
介
護
認
定
で
要
介
護

３
〜
５
の
方
▽
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
の
方
▽
愛
の
手
帳
１
・

２
度
の
方
▽
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
・
２
級
の
方
▽
右
記
に

準
ず
る
状
態
の
方
で
、
市
に
申
請

を
行
っ
た
方
■
登
録
申
請
登
録
対

象
者
で
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、

地
域
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
削
除
申
出
登
録
者
の
方
で
、
継

続
登
録
を
希
望
し
な
い
方
は
、
登

録
削
除
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ

い【
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
事
業

モ
デ
ル
地
区
事
業
を
実
施
中
】

　

市
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

に
対
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支

援
者
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
見
守

り
や
安
否
確
認
、
避
難
支
援
の
体

制
を
整
備
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た

め
、
モ
デ
ル
地
区
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

支
援
者
と
要
支
援
者
本
人
等

で
、
要
支
援
者
の
基
本
的
な
事

項
、
特
有
の
状
況
、
か
か
り
つ
け

医
や
緊
急
連
絡
先
、
留
意
事
項
な

ど
安
否
確
認
や
避
難
支
援
に
必
要

な
情
報
を
記
載
し
た
個
別
支
援
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
事
業
に
関
す
る

モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
自
治
会
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
７
地
区
の
自
治
会
、

自
主
防
災
会
等
に
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

※
モ
デ
ル
地
区
に
よ
っ
て
支
援
の

仕
方
は
異
な
り
ま
す

■
モ
デ
ル
地
区
▽
貫
井
南
町
東
自

治
会
・
自
主
防
災
会
▽
小
金
井
貫

井
住
宅
自
治
会
▽
貫
井
南
町
西
自

治
会
・
自
主
防
災
会
▽
弁
天
通
り

自
治
会
・
防
災
会
▽
貫
井
坂
下
中

組
自
治
会
・
貫
井
南
町
中
自
主
防

災
会
▽
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小
金
井

自
治
会
▽
前
原
町
二
丁
目
町
会
・

自
主
防
災
会

―
―
◇
共
　
通
◇
―
―

i
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
９
１
５
）

申込みフォーム


